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NY マーケットレポート（2020 年 9 月 9 日） 
 

 

出所：SBILM 

 



 
                                           

2 

NY 市場レポート （前日 21 時 00 分～午前 5 時 30 分まで） 
 

主要な米経済指標の結果 

7 月 JOLT 求人件数 661.8 万件（予想 600.0 万件・前回 588.9 万件⇒600.1 万件） 

7 月の米 JOLT 求人件数は、市場予想を上回り、3 ヵ月連続の増加となった。新型コロナウイルスの感染

拡大に伴う景気後退局面から、緩やかながら回復が進んでいることが示された。再雇用を含む採用件数

は 579 万件（前月 697 万件）と減少したが、依然として堅調な水準を維持している。採用率は 4.1％（前

月 5.1％）に低下した。 

 

データを基に SBILM が作成 
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米主要株価指数は反発、ダウ平均は一時 705 ドル高まで上昇 

米株式市場では、前日まで主要株価指数が 3 営業日続落となったことから値頃感の買い戻しが優勢とな

り、主要株価指数は序盤から堅調な動きとなった。さらに、新型コロナウイルスのワクチン開発の治験

を中断した英製薬大手が、来週にも治験を再開させる可能性があるとの報道も支援要因となった。 ダ

ウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比 705 ドル高まで上昇した。ただ、終盤には上げ

幅を縮小し、439 ドル高（+1.60％）で終了した。一方、ハイテク株中心のナスダックは、293 ポイント

高（+2.71％）で終了した。 
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ポンド、ユーロは安値から反発、ドル/円は狭いレンジ内の動き 

NY 市場では、欧州市場の流れを引き継ぎ、ドル円・クロス円は序盤から堅調な動きとなった。さらに、

前日まで 3 営業日続落の米主要株価指数が軒並み大幅上昇となったことが、投資家心理が改善し、安全

資産とされる円やドルが売られる動きとなった。ドル/円は、上下 14 銭と狭いレンジ内の動きが続いた。

一方、ECB メンバーが経済見通しに一段と自信を強めていると楽観的な見方を示したとの報道を受けて、

ユーロはドルや円に対して堅調な動きとなった。また、英国と EU の通商交渉の先行き不安を背景に、ポ

ンドは欧州時間にドルや円などに対して下落したものの、EU 側が交渉継続を示したとの報道を受けて、

反発となった。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい
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